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小
水
力
・
地
中
熱

風
神
と
雷
神
…
天
と
地
の
間
を
司
る
風
の
神
様

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉜

を
お
祀
り
し
て
、
日
本
に
風

の
根
源
的
な
大
切
さ
を
説
き

伝
え
て
い
る
存
在
で
あ
る
。

そ
の
分
社
に
は
、
１
６
１
８

年
に
遡
る
岐
阜
県
中
津
川
市

阿
木
の
風
神
神
社
が
あ
る
。

こ
の
神
社
に
は
、
風
が
一
年

中
噴
き
出
す
風
窟
が
あ
る
と

い
う
。
龍
田
大
社
の
す
ぐ
近

く
の
斑
鳩
町
に
は
龍
田
神
社

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
風
神

を
祀
っ
て
い
る
。

も
う
少
し
龍
田
大
社
の
由

来
を
述
べ
る
と
、
天
地
五

行
、
す
な
わ
ち
陰
陽
五
行
の

思
想
を
拠
り
所
と
し
て
、
天

と
地
に
存
す
る
「
木
火
土
金

水
」
の
五
つ
の
要
素
（
元

素
）
に
つ
い
て
の
説
法
が
あ

る
。「
火
は
土
を
生
じ
、
土

は
金
を
生
じ
、
金
は
水
を
生

じ
、
水
は
木
を
生
ず
る
」
と

い
う
好
循
環
（
相
性
）
の
ほ

か
、「
水
は
火
に
勝
（
剋
）

ち
、
火
は
金
に
勝
ち
、
金
は

木
に
勝
ち
、
木
は
土
に
勝

ち
、
土
は
水
に
勝
つ
」
と
い

う
制
御
の
循
環
、
す
な
わ

ち
、牽
制
（
相
克
）
も
あ
る
。

こ
う
し
た
循
環
が
自
然
に

根
差
し
た
規
範
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
思
想
に
お
い

て

は
、

木
（

東

）、

火

（
南
）、
土
（
中
央
）、
金

（
西
）、
水
（
北
）
を
指
し
、

同
じ
く
、
木
（
春
）、
火

（
夏
）、
土
（
土
用
）、
金

（
秋
）、
水
（
冬
）、
そ
し

て
、
木
（
朝
）、
火
（
昼
）、

土
（
午
後
）、
金
（
夕
）、
水

（
夜
）
な
ど
、
五
つ
に
割
り

当
て
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
考

え
る
と
、
一
日
、
一
年
、
そ

し
て
一
生
の
暮
ら
し
は
五
行

と
し
て
重
ね
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
ま
た
循
環

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
科
学
技

術
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に

は
、
違
和
感
が
あ
る
が
、
ワ

ッ
ト
（
Ｗ
）
と
い
う
単
位

は
、
１
秒
（
ｓ
）
当
た
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
仕
事
の
大
き

さ
（
ジ
ュ
ー
ル
、
Ｊ
）
で
あ

り
、
１
Ｗ
＝
１
Ｊ
／
ｓ
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
単
位
時
間
当

た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流

れ
、
流
動
、
あ
る
い
は
、
勢

い
を
意
味
し
て
い
る
。
自
動

車
や
電
車
が
走
り
、
そ
し
て

飛
行
機
が
飛
ぶ
の
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
流
れ
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
滞
留
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
大
き
さ
、
す
な
わ
ち
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
は
意

味
づ
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
瞬

間
の
動
き
は
説
明
で
き
な

い
。
今
を
生
き
る
た
め
に

は
、
流
動
性
こ
そ
が
求
め
ら

れ
る
。

風
神
の
絵
で
は
、
背
中
に

あ
る
風
袋
の
端
を
手
で
握

り
、
そ
こ
か
ら
排
出
さ
れ
る

空
気
の
勢
い
（
ジ
ェ
ッ
ト
気

流
）
を
調
整
し
て
い
る
と
、

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
風
神
の
浮
上
の
原

理
で
あ
り
、
反
動
と
し
て
の

風
力
の
調
整
、
世
の
中
へ
の

脅
威
と
畏
敬
を
表
象
し
て
い

る
。
そ
の
様
子
は
、
日
光
山

輪
宝
寺
の
大
猷
院
（
た
い
ゆ

う
い
ん
）
の
風
神
像
で
は
、

片
手
で
気
流
を
調
整
し
て
い

る
が
、
反
動
で
生
じ
る
で
あ

ろ
う
風
袋
の
膨
ら
み
を
現
実

的
立
体
的
に
、
見
事
に
表
現

し
て
い
る
。
こ
の
風
神
像

は
、
２
０
１
６
年
11
月
30
日

ま
で
公
開
中
で
あ
る
と
い

う
。
是
非
、
訪
ね
て
み
た
い
。

私
た
ち
は
、
社
会
の
動
向

や
反
応
、
ま
た
出
来
事
や
流

行
な
ど
を
表
現
す
る
の
に
、

風
と
い
う
言
葉
を
用
い
重

ね
、
例
え
ば
「
風
潮
」
な
ど

と
表
現
し
て
い
る
。
ほ
か
に

も
、
追
い
風
、
神
風
、
薫

風
、
ま
た
風
の
子
、
風
の
便

り
、
順
風
満
帆
、
馬
耳
東

風
、
風
魚
之
災
な
ど
と
風
と

い
う
言
葉
を
多
様
に
用
い
て

い
る
。「
風
ま
か
せ
」
は
、

風
力
発
電
に
あ
び
せ
ら
れ
て

い
る
間
違
っ
た
形
容
詞
や
副

詞
で
あ
る
が
、
そ
の
自
由
さ

や
再
生
可
能
性
の
表
現
で

は
、
含
意
あ
る
言
葉
で
あ
る
。

風
は
、
地
球
の
回
転
、
緯

度
と
経
度
、
そ
し
て
天
気
・

気
象
に
よ
る
温
度
と
気
圧
の

変
化
を
、
地
球
の
全
体
と
局

所
で
、
平
衡
を
保
と
う
と
し

て
生
じ
る
気
流
で
あ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
流
で
あ
る
。
そ
の
風

は
、
天
と
地
に
あ
り
、
そ
の

空
間
を
満
た
し
、
か
つ
動
き

を
つ
く
り
だ
す
触
媒
で
あ
る

と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
見
え

な
い
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
「
気
」
で
も
あ
る
。

Column

そ
れ
を
司
る
神
の
存
在
を

意
識
し
、
関
連
す
る
八
百
万

の
神
の
采
配
と
そ
れ
に
帰
依

す
る
私
た
ち
人
間
の
存
在
を

大
切
に
し
た
い
。

風
力
発
電
の
現
況
は
、
そ

の
「
気
」
の
表
れ
で
も
あ

る
。「
風
車
は
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
風
力
が
元
気
か
ど
う
か

は
、
風
車
を
見
る
と
明
確
で

あ
る
。
風
車
が
た
く
さ
ん
回

る
よ
う
に
、
風
神
様
に
、
こ

の
国
の
風
潮
や
気
を
変
え
て

も
ら
い
た
い
。

「
金
」
の
季
節
の
秋
、「
風

の
神
」
の
本
宮
で
あ
る
龍
田

神
社
の
地
は
、
紅
葉
の
名
所

で
、
百
人
一
首
に
は
二
首
も

詠
ま
れ
て
い
る
。

嵐
吹
く

三
室
の
山
の

も
み
じ
葉
は

竜
田
の
川
の

錦
な
り
け
り

（
能
因
法
師
）

ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
聞
か
ず

竜
田
川

か
ら
く
れ
な
い
に

水
く
く
る
と
は

（
在
原
業
平
朝
臣
）

風
神
雷
神
は
、
屏
風
絵
と

し
て
教
科
書
で
も
紹
介
さ

れ
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、

身
近
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
常
品
に
も
多
く
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
図
柄
で
あ

る
。
海
外
旅
行
の
際
に
日
本

土
産
と
し
て
、
私
が
持
参
す

る
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
で
も
あ

る
。
今
年
５
月
に
三
重
県
伊

勢
市
で
Ｇ
８
首
脳
会
議
が
開

催
さ
れ
る
が
、
２
０
０
８
年

の
北
海
道
洞
爺
湖
で
の
Ｇ
８

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
俵
屋
宗
達

の
風
神
雷
神
図
屏
風
が
飾
ら

れ
た
ホ
テ
ル
の
一
室
で
会
議

が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ

は
、
風
神
雷
神
の
ア
イ
コ
ン

が
作
用
し
た
結
果
で
あ
る

と
、
想
像
さ
れ
る
。

さ
て
、
風
神
は
、
風
の
神

で
あ
り
、
風
を
司
る
神
で
あ

る
。
日
本
の
風
土
に
根
差
し

た
神
と
し
て
は
、
雷
の
神
、

水
の
神
、
海
の
神
、
火
の
神

な
ど
、
花
鳥
風
月
に
神
が
い

る
。
八
百
万
の
神
と
い
わ
れ

る
所
以
で
あ
る
。
風
の
神

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
溶

け
込
ん
で
い
る
。
そ
の
象
徴

と
し
て
の
社
に
つ
い
て
調
べ

て
み
る
と
、
奈
良
県
生
駒
郡

三
郷
町
に
「
風
の
神
」
の
龍

田
大
社
が
あ
る
。
創
建
が
９

２
７
年
の
古
寺
で
、
天
と
地

の
間
に
横
た
わ
る
大
気
・
生

気
・
風
力
を
司
っ
て
い
る
と

い
う
。
案
内
に
は
、「
当
社

は
、
風
の
神
様
、
始
ま
り
の

神
様
を
奉
斎
す
。」
と
あ

る
。
ま
さ
し
く
、
風
の
神
様

日光山輪王寺大猷院の風神像（左）、　俵谷宗達作の風神雷神図（右）
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一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

富
山
県
黒
部
市
で
小
水
力
向
け

可
変
速
発
電
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

50
ｍ
／
２
５
０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
区
切
り
で

東
芝
「地中熱ポテンシャルマップ」公開

採熱可能量の目安がわかる

落差・流量の大きな変化幅に追随

東京都

東
京
都
は
こ
の
ほ
ど
、
地

中
熱
の
利
用
を
促
進
す
る
目

的
で
、
地
中
熱
の
採
熱
可
能

量
（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）
の
目

安
が
わ
か
る
「
東
京
地
中
熱

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
」
を

公
開
し
た
。
都
が
２
０
１
４

年
12
月
に
策
定
し
た
「
東
京

都
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け

る
都
市
戦
略
・
政
策
指
針
に

東
芝
は
４
月
１
日
、
関
西

電
力
が
富
山
県
黒
部
市
宇
奈

月
町
で
運
営
す
る
「
出
し
平

ダ
ム
」
に
お
い
て
、
東
芝
製

小
水
力
向
け
可
変
速
発
電
シ

ス
テ
ム
が
営
業
運
転
を
開
始

し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
同

発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
出
し
平

ダ
ム
下
流
の
景
観
の
保
全
や

河
川
環
境
の
維
持
の
た
め
に

法
令
で
定
め
ら
れ
た
河
川
維

持
流
量
を
利
用
し
て
発
電
す

る
仕
組
み
だ
。

関
西
電
力
が
運
営
す
る
河

川
維
持
流
量
を
活
用
し
た
発

電
所
と
し
て
は
、
２
０
１
１

年
に
営
業
運
転
を
開
始
し
た

「
大
桑
野
尻
発
電
所
」（
長
野

県
大
桑
村
）
以
降
、
２
カ
所

目
と
な
る
。
最
大
出
力
は
５

２
０
㌗
で
、
年
間
の
発
電
電

力
量
は
一
般
家
庭
４
８
０
世

帯
分
に
相
当
す
る
約
１
７
１

万
㌗
時
を
見
込
ん
で
い
る
。

関
西
電
力
は
小
水
力
発

電
を
「
大
切
な
水
を
で
き

る
だ
け
有
効
に
使
う
た
め

の
取
組
み
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に

つ
な
が
る
取
組
み
」
と
位
置

づ
け
、
引
き
続
き
導
入
に
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
く
考
え

だ
。同

発
電
所
は
落
差
と
流
量

の
変
化
幅
が
大
き
く
、
従
来

の
水
車
で
は
す
べ
て
の
運
転

範
囲
で
の
安
定
運
転
が
困
難

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
東
芝
は

発
電
機
の
出
力
端
に
周
波
数

変
換
器
を
設
け
る
こ
と
で
、

広
範
囲
に
回
転
速
度
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
同
社
初
の

小
水
力
向
け
可
変
速
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
、
納
品
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
運

転
範
囲
で
の
水
車
の
安
定
運

転
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
発
電
に
使
用
さ
れ
て
い
な

基
づ
く
事
業
だ
。

都
内
を
50
㍍
と
２
５
０
㍍

の
メ
ッ
シ
ュ
で
区
切
り
、
メ

ッ
シ
ュ
ご
と
に
地
中
熱
が
ど

の
く
ら
い
採
れ
る
か
の
目
安

を
色
で
表
示
し
た
。
色
が
赤

に
近
づ
く
ほ
ど
、
よ
り
効
率

よ
く
熱
が
採
れ
、
青
色
は
赤

い
部
分
と
比
較
す
る
と
少
な

い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
物
用
途
ご
と
に

必
要
と
な
る
熱
交
換
器
の
深

さ
、
本
数
の
目
安
に
加
え
、

深
さ
１
０
０
㍍
と
30
㍍
の
二

つ
の
区
分
の
熱
伝
導
率
も
表

示
し
て
い
る
。
熱
伝
導
率
は

熱
の
伝
わ
り
や
す
さ
を
表
す

数
値
で
、
そ
の
場
所
で
の
熱

伝
導
率
に
よ
っ
て
も
地
中
熱

の
採
熱
可
能
量
は
異
な
っ
て

く
る
。
１
０
０
㍍
は
地
中
熱

利
用
の
一
般
的
な
深
さ
、
30

㍍
は
建
物
の
基
礎
杭
を
活
用

し
て
採
熱
す
る
方
式
を
想
定

し
た
深
さ
だ
。

地
中
熱
は
ど
こ
で
も
利
用

で
き
る
が
、
場
所
に
よ
っ
て

採
熱
量
が
異
な
る
た
め
、
そ

の
場
所
の
地
質
の
状
況
に
合

わ
せ
た
熱
交
換
器
の
深
さ
、

本
数
の
設
計
が
必
要
に
な

る
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ッ
プ

を
見
れ
ば
、
地
点
ご
と
の
採

熱
可
能
量
の
目
安
が
わ
か
る

た
め
、
地
中
熱
利
用
を
検
討

す
る
際
の
参
考
に
で
き
る
。

都
内
で
地
中
熱
を
利
用
す

る
場
合
、「
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル

ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
、
地
中

の
熱
を
採
る
た
め
に
掘
っ
た

穴
に
パ
イ
プ
を
通
し
、
熱
を

運
ぶ
た
め
の
水
や
液
体
を
循

環
さ
せ
る
方
式
で
行
う
。
マ

ッ
プ
で
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル

ー
プ
方
式
を
使
っ
て
地
中
熱

を
空
調
な
ど
に
利
用
す
る
場

合
に
、
建
物
用
途
別
に
、
地

中
熱
を
採
る
た
め
の
パ
イ
プ

を
ど
の
く
ら
い
の
長
さ
に
す

れ
ば
よ
い
か
の
目
安
を
表
し

て
い
る
。
同
マ
ッ
プ
は
都
環

境
局
の
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
る
。

http://www.kankyo.m
e

tro.tokyo.jp/energy/re
newable_energy/ne2/
tichum

ap/index.htm
l

東
京
都
で
は
す
で
に
14
年

３
月
、
全
国
に
先
駆
け
て

「
東
京
ソ
ー
ラ
ー
屋
根
台
帳
」

を
発
表
し
、
太
陽
光
発
電
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
屋
根
ご
と

に
見
え
る
化
し
て
い
る
。
今

回
は
こ
れ
に
続
い
て
、
地
中

熱
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
見
え
る

化
を
実
現
し
た
格
好
だ
。
今

後
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
拡
大
に
向
け
た
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

か
っ
た
水
資
源
の
有
効
利
用

と
電
力
安
定
供
給
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

東
芝
グ
ル
ー
プ
は
、
１
８

９
４
年
に
日
本
最
初
の
事
業

用
水
力
発
電
所
で
あ
る
「
蹴

上
発
電
所
」（
京
都
府
京
都

市
）
向
け
に
国
産
初
の
60
㌗

水
車
発
電
機
を
納
入
し
て
以

来
、
世
界
各
国
に
２
０
０
０

台
以
上
、
５
万
６
０
０
０
㌗

以
上
の
水
力
発
電
ユ
ニ
ッ
ト

の
納
入
実
績
が
あ
る
。
今
後

も
水
力
発
電
を
は
じ
め
、
地

熱
発
電
、
風
力
発
電
、
太
陽

光
発
電
な
ど
多
様
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

に
向
け
た
取
り
組
み
を
世
界

各
国
で
展
開
し
て
い
く
方
針

だ
。

東京都が公開した「地中熱ポテンシャルマップ」
出典：東京都地中熱ポテンシャルマップ

▶
出
し
平
発
電
所

（
富
山
県
黒
部
市
宇
奈
月
町
）


